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神奈川大学 学生連携 実施報告 
 

神奈川大学 法律学科・自治行政学科の学生の皆様と、横浜の水際線を「歩いて」、「見
て」、「考える」をテーマに、フィールドワーク・ワークショップを実施し、水際線の魅
力向上に向けたアイデアを発表いただきました。 
 

実施概要 
 
日時：2026 年１月 15日（木） 13：00～18：00 

内容：①フィールドワーク 

（山下公園～臨港パーク） 

   ②ワークショップ・発表 

（神奈川大学 みなとみらいキャンパス） 

参加人数：15 人（法律学科・自治行政学科） 

協力：嘉藤 亮  氏（神奈川大学法学部教授） 
           神奈川大学 社会連携センター 
 

 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
ワークショップでは４つのグループに分かれ、各テーマにもとづき、「どうしたら水際線に多くの方に来ていただけ
るか？」について意見出し・発表を行っていただきました。 
 

フィールドワークの様子 発表の様子 

案内チラシ 
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【学生からの主な意見】  
 トイレの外観があまり綺麗でないと感じた。 
 目的地まであと何 mか示したり、今の場所がわかるサインがあると良い。 
 テーマパークのように、各エリア毎に異なる BGMを流すことで楽しく歩くことができ

ると思う。 
 象の鼻～山下公園の動線は、トンネルなどで視界を一度制限し、一気に景色の違う空間

へと導くことで、視界の変化を楽しめると思う。 
 各エリアに、専用サイトに繋がる QR コードを大きく複数設置して、歩行距離と滞在時

間に応じてポイントを付与し、そのポイントを水際線の店舗で使用できる仕組みをつく
れると良い。 

 山下公園は、歴史的な風景を活かしながら整備を進めて欲しい。 
 象の鼻パークは、サラリーマンの憩いの場となるような、お昼や休憩時にゆったりでき

る仕掛けづくり（カフェ、キッチンカー、Wi-Fiなど）ができると良い。 
 赤レンガパークは、圧倒的なイベントスペースを活かしながら、動線も確保できるよう

な整備ができると良い。 
 ハンマーヘッドは、店舗の入口がほとんど内側にあり入りづらい雰囲気だと感じた。も

っと通路にも開かれたつくりになるよう動線整備を行えると一体感が出ると思う。 
 水際線上では、ペット連れの方が多い印象だったので、臨港パークでは、広大なスペー

スを活かしドッグランができると良い。 
 （臨港パーク）木や花など緑を活かした公園として打ち出すのが良いのではないか。 
 床や柵にデザインをして、エリアごとに特色をつけることで、飽きずに歩くことができ

ると思う。 
 花や木々などの自然を増やすことも重要。 
 街灯が少ないと感じたため、足元から照らすようなおしゃれな街灯を設置して欲しい。 
 クイズラリーやスタンプスポットを設置することで、エリアを回遊していただけると思

う。 
 水際線を歩いていると、どこに何があるかわからないと感じることが多かった。 
 山下公園では、ビアガーデンなどイベントを多く開催し、中華街などの他のエリアから

の人の流れを作ることが効果的だと思う。 
 象の鼻パークではテラスにイス・テーブルの設置、キッチンカー、野外イベントを実施

することでにぎわいが増すと思う。 
 臨港パークでも、赤レンガのスケートのような季節を感じるイベントを実施して欲し

い。 
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Ａグループ 

『水際線の魅力を再発見するプロモーション（方法・内容・新たなポテンシャル）』 
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Ｂグループ 

『歩いて楽しい水際線にするには』 
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Ｃグループ 

『水際線を含めたお出かけプランの作成』 
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Ｄグループ 

『水際線の 10年後の理想の姿』 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


